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Ⅰ．紀の川の利水対策の考え方



利水対策の考え方

１．渇水被害の軽減
　　①紀の川の水循環を踏まえた効
　　　率的な水管理の実施
　　②渇水時の迅速かつ円滑な調整
　　　の実施

２．水環境の改善
　　渇水時の瀬切れ対策

目標

【現状】
・最大流量と最小流量の差が大きく
　不安定
・下流部の渇水流量が少ない
・近年、少雨傾向で渇水被害が頻発
・下流部の水利用が多い
・紀の川の水利用の大部分が農業用水
・農業用水の大部分は支川等を通じて
　本川に還元

【課題】
・紀の川の水循環メカニズムが十分把握
　されていない
・過去の渇水の状況から6月の降雨量が
　少なく、上流3ダム（大迫・津風呂・猿
　谷）の貯水率が80%を下回っている場
　合、渇水の危険性が高い
・渇水時に瀬切れが発生し、魚類等の移
　動が困難

※他水系である新宮川水系熊野川（猿
　谷ダム）から導水

【渇水被害の軽減対策】

　○水循環実態の解明
　　　・水循環実態調査

　○渇水時の円滑な対応
　　　・効率的な水運用
　　　・水利用流域連絡会
　　　　　　　　　　　　　（仮称）の設立

　　　・日常的な河川情報の提供

【水環境の改善】

　○大滝ダムの運用による
　　　　　　　　　　　瀬切れの改善対策

　○貴志川の瀬切れの改善対策

紀の川の現状と課題 実施内容



Ⅱ．紀の川の現状と課題



紀の川の現状と課題

・最大流量と最小流量の差が大きく不安定
・下流部の渇水流量が少ない
・近年、少雨傾向で渇水被害が頻発
・下流部の水利用が多い
・紀の川の水利用の大部分が農業用水
・農業用水の大部分は支川等を通じて本川に還元
・紀の川の水循環メカニズムが十分把握されていない
・過去の渇水の状況から6月の降雨量が少なく、上流3ダム
　（大迫・津風呂・猿谷）の貯水率が80%を下回っている場合、
　渇水の危険性が高い
・渇水時に瀬切れが発生し、魚類等の移動が困難

※他水系である新宮川水系熊野川（猿谷ダム）から導水



　　最大流量 水の利用量 最小流量
1,000m3/s

［流量のスケール］

最大流量・最小流量および水の利用

※枠内の数字は、最大流量と最小流量の比率（最小流量／最大流量）
※水の利用は、許可水利権
※資料：流量年表（H1～10、木曽川のみH1～8）及び「河川便覧2000」より作成

紀の川は日本の大きな河川の
中でも最大流量と最小流量の
差が大きく流況の不安定な河
川です。

利  根  川

吉  野  川

信  濃  川

筑  後  川

石  狩  川 北  上  川

紀  の  川

木  曽  川

高  梁  川

1/47

1/294

1/43

1/119

1/471/31

1/6,561
1/179

1/62

1/39

淀  川

Ⅱ-１．流況の現状



①年降水量は減少傾向

②多雨年と少雨年の開きが拡大

日本の年降水量の変化

※第13回紀の川流域委員会資料「利水について（江種委員からの提供資料）」より引用



Ⅱ-２．近年の少雨傾向
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■流量（渇水流量） ※1年365日分の日流量を大きいものから順番に並べた時
　　　*豊水流量：95番目の流量
　　　*平水流量：185番目の流量
　　　*低水流量：275番目の流量
　　　*渇水流量：355番目の流量
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【渇水とは】
　本資料では、雨が通常より少なく河川の流量が低下し、利水者に影響が及んだ現象を渇水と定義した。



■比流量（渇水流量）

＊比流量：単位流域面積あたりの流量。　
　　　　各地点流量÷各地点流域面積
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■流量（平水流量）

※1年365日分の日流量を大きいものから順番に並べた時
　　　*豊水流量：95番目の流量/*平水流量：185番目の流量/*低水流量：275番目の流量/*渇水流量：355番目の流量
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■比流量（平水流量）

＊比流量：単位流域面積あたりの流量。　 　　　
　
　　　　各地点流量÷各地点流域面積
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Ⅱ-３．水利用の現状
【用途別水利用の状況（暫定水利権含む）】
　　　農水の利用量が最も多く、全利用量の81％を占めています。次いで工水・

上水となっており、その他の目的による水利用はほとんどありません。

その他
0%

工水
10%

上水
9%

農水
81%

紀の川流域水利権量

65.0m3/s

（平成15年3月時点）用途別水利用状況



水道用水、工業用水の大部分が岩出から新六ヶ井堰の間に集中しています。

紀伊平野

猿谷ダム

新宮川水系
（熊野川）
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還元水 小田頭首工

山田ダム

新宮川水系より分水

紀の川

11.734m3/s

工水

55%

農水

22%
上水

23%

15.779m3/s

農水

100%

7.574m3/s

上水

0.3%

農水

99.7%

8.454m3/s

上水

6.2%

農水

93.5%

工水

0.3%

12.480m3/s

農水

79.4%

上水

20.6%

1.300m3/s

農水

100%

1.793m3/s

農水

100.0%

5.810m3/s

農水

100.0%

大和川

大滝ダム

紀の川大堰

かんがい期の水利権量（暫定含む）

平成15年3月時点



Ⅱ-４．渇水の現状

１．近年の渇水における水利用の被害

　紀の川流域では、近年、平成2年、5年、6年、7

年、8年、11年、13年、14年と相次いで渇水に見

舞われており、市民生活や経済社会活動に影

響を受けています。



２．近年の主な渇水の概要（１）

【既往渇水一覧】

年合計 種別計
農水 40 15～30% 2 8/7～8/8

上水 - - -
工水 160 1～15% 14 6/8～6/9、7/31～8/11

農水 - - -
上水 10 1～7% 3 6/7～6/9

工水 50 2～25% 3 6/7～6/9

農水 1,750 40～50% 38 7/15～7/31、8/11～8/31

上水 1,310 3～75% 25 6/5～6/9、7/9～7/25、8/11～8/13

工水 1,500 3～70% 36 5/24～5/26、6/4～6/12、7/5～7/25、8/11～8/13

農水 780 30% 26 8/28～9/22

上水 390 15% 26 8/28～9/22

工水 390 15% 26 8/28～9/22

農水 - - -
上水 - - -
工水 130 25% 5 6/5～6/9

農水 360 30% 12 8/10～8/21

上水 260 11% 12 8/10～8/21

工水 130 22% 12 8/10～8/21

農水 390 30% 13 6/28～7/10

上水 130 10% 13 6/28～7/10

工水 130 10% 13 6/28～7/10

備考

1,560

130

750

H2

H5

H6

H7

渇水規模
（％日）

200

60

4,560

※１．渇水規模は、制限率（％）×制限日数を示す。
※２．取水制限率は、各種別の水利権に対する率を示す。

年 種別 取水制限率
(%)

制限日数
（日）

制限期間

650

H8

H13

H14



近年の主な渇水の概要（２）

渇水状況 

（上水）
和歌山県 節水 大規模工場に取水量３０％減を要請 

１０％上水給水制限（奈良県）

プール給水中止（和歌山市、海南市） 

和歌山県 節水 高台で水圧低下（和歌山市） 渇水対策本部設置（和歌山市） 

奈良県 給水制限 工業用水の２０％給水カット（和歌山市）

農業用水一部取水停止（和歌山市） 

和歌山県 節水 工業用水１５％給水カット、６工場断水（和歌山市） 渇水対策本部設置（和歌山市） 

７７社へ送水中止（県） 

和歌山市 節水 １２時間の時間断水（海南市） 渇水対策本部設置（和歌山市） 

海南市 断水 

節水 紀の川３０％取水制限（上水、工業用水、農業用水） 渇水対策本部設置（和歌山市、海南市）

和歌山県 取水制限 不規則断水（下津町） 紀の川渇水連絡会開催（紀の川水系） 

断水 農作物被害額約２７億円 

取水制限 上水・工業用水を１５％、農業用水を３０％取水制限（和歌山県） 渇水対策本部設置（和歌山県、市、海南市）  

近畿地方 給水制限 農作物生育不良（和歌山県) 紀の川水系渇水連絡調査会議開催

節水 県営プール使用中止（和歌山県） 農作物干ばつ対策本部（和歌山県）

平成８年６月上旬 和歌山市 節水 工業用水取水制限、２５％水圧減 水位低下緊急対策本部設置（和歌山市）

平成１１年２月中旬 和歌山市 節水 製鉄所に２千トンの節水要請 

2000～3000m3/h給水制限(住友金属) 紀の川水系渇水連絡調査会議開催

農水の夜間3.5m3/s取水減（和歌山県）

和歌山県 給水制限 10％、農水30％上工水取水制限(和歌山県)

奈良県 取水制限 大迫・津風呂20％、県営水道10～30％取水制限(奈良県)

節水 学校プールで25％節水、給水停止、閉鎖（奈良県、五條市）

瀬切れ（岩出橋下流、貴志川諸井橋下流）

上工水10％、農水30％の給水制限(和歌山市) 紀の川水系渇水連絡調査会議開催

和歌山県 給水制限 上工水10％、農水30％の取水制限(和歌山県)

奈良県 取水制限 県営水道10～30％、農水30～40％の取水制限(奈良県)

節水 プール閉鎖（奈良県）

平成１４年６月下旬
～７月中旬

対策 渇水時期 影響地域 おもな影響 

平成１３年７月下旬
～８月下旬

昭和５３年６月中旬 

平成２年８月上旬

平成５年６月上旬 

平成６年６月上旬 

平成６年７月上旬～８
月下旬

平成７年８月下旬 ～
９月中旬



３．渇水による社会的影響の整理

●給水制限による
　　家庭生活への影響①

（出典；国土交通省河川局ホームページ）

0％～30％の給水制限に
より、家庭生活に様々な
影響が出ることが、既往
の事例や検討で報告され
ています。



●給水制限による家庭生活への影響②

活動内容

給水制限率

0～15％ 15～30％ 30％～

全般 ポリタンクの用意 (高台で)水の出が悪くなる 給水車からの水運搬

炊事 節水ゴマ
弁当・レトルト食品の利用
給湯着火不良

外食
ペットボトルの買い置き

風呂・
水洗トイレ

トイレタンクへのペットボトル シャワーが使えない
毎日は風呂に入れない
トイレの使用制限

洗濯 風呂の残り湯利用 洗濯時間が長くかかる クリーニングの利用

製造業
節水コマ
操業短縮

工場内再利用の徹底
一部操業停止の恐れ

操業前面停止の恐れ

農業 水管理の徹底
収穫の現象の恐れ
番水

収穫不能の恐れ、作物の枯死

その他 ―

イベント・祭りなどの中止
旅館・ホテル等のサービス低下の
恐れ
消防活動への影響

地域経済への影響
地下水の過剰なくみ上げによる
地盤沈下の恐れ
食中毒の恐れ

街中 ―

入院患者の入浴回数制限
公園の噴水中止
公営プールの中止
飲食メニューの変更

病院の診療への影響

職場 節水コマ 冷房の温度制限
弁当持参
冷房の中止

学校
節水コマ
プールの中止

給食メニューの変更 弁当持参



【雨量と渇水との関係】

　渇水要因の１つとして
考えられる「雨量」につい
て、5～8月の流域平均
雨量や無降雨日数をも
とに、渇水規模との関連
性を検証してみました。

４．渇水の要因
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【3ダム平均貯水率の推移（5月～9月）】

0%

20%

40%

60%

80%

100%

5/1 5/11 5/21 5/31 6/10 6/20 6/30 7/10 7/20 7/30 8/9 8/19 8/29 9/8 9/18 9/28

ダ
ム
貯
水
率

(％
)

非渇水年 H2

H5 H6

H7 H8

H13 H14

【H6渇水】
農水：40～50%（38日）
上水：3～75%（25日）
工水：3～70%（36日）

【H2渇水】
農水：15～30%（2日）
工水：1～15%（14日）

【H5渇水】
上水：1～7%（3日）
工水：2～25%（3日）

【H7渇水】
農水：30%（26日）
上水：15%（26日）
工水：15%（26日）

【H14渇水】
農水：30%（13日）
上水：10%（13日）
工水：10%（13日）

【H8渇水】
工水：25%（5日）

【H13渇水】
農水：30%（12日）
上水：11%（12日）
工水：20%（12日）

【３ダム平均貯水率の推移（5月～9月）】

※非渇水年：過去10年間の非渇水年の平均（H4、9、10、11、12）

※4、5月の少雨傾向による
　渇水対策

取水制限率及び
制限期間を示す。





Ⅱ-５．瀬切れの現状
岩出井堰下流では、以下の写
真のような大規模な瀬切れが
近年頻発しています。

根来川

●H13瀬切れ状況

新六ヶ井堰渇水状況岩出井堰付近

船戸地点下流

↓支川の根来川を通じて農業用水が還元し、瀬切れが解消



岩出橋川辺橋

瀬切れが頻繁に発生
するエリア

渇水は、家庭生活のみならず、自然環境へも大きな影響を及ぼ
しています。

0

5

10

15

20

25

30

H6.7.1 H6.7.6 H6.7.11 H6.7.16 H6.7.21 H6.7.26 H6.7.31

流量（ｍ
3
/ｓ）

H6.7.16 瀬切れ
0.00



Ⅲ．紀の川の利水の目標

１．渇水被害の軽減

　　①紀の川の水循環を踏まえた効率的な水管理の実施

　　②渇水時の迅速かつ円滑な調整の実施

２．水環境の改善

　　渇水時の瀬切れ対策





Ⅳ．紀の川の利水の
　　　　課題に対する具体的内容



Ⅳ－１．渇水被害の軽減対策

【水循環実態調査】
　河川管理者、利水者、下水道管理者が一体となって、紀
の川の水利用、還元の実態を調査し、水循環メカニズムを
解明

Ⅳ－１－１ ．水循環実態の解明



１．水循環の解明
【水循環（紀の川水系農業用水系統）】



【紀の川下流農業用水水循環状況】

右岸4.96m3/s

左岸10.80m3/s



【平成１３年渇水状況】

根来川

岩出井堰付近状況（Ｈ１３．８）

支川である根来川の農業用水の還元水によって、流況が回復

瀬切れ





２．水循環実態調査の実施

・渇水時には、農業用水の還元が流況を左右

・支川を通じて、農業用水が還元

水循環実態調査の把握が必要



紀伊平野
猿谷ダム

新宮川水系
（熊野川）

大迫ダム

津風呂ダム

吉野川分水

下渕頭首工

西吉野頭首工

藤崎頭首工

岩出頭首工

紀
の
川
用
水

還元水
還元水還元水

還元水

諸井井堰

貴
志
川

大
和
丹
生
川

還元水 小田頭首工

山田ダム

新宮川水系より分水

紀の川

大和川

大滝ダム

新六ヶ頭首工

上工水

上工水

紀の川大堰

　紀の川の水循環解明に向け、河川管理者、利水者、下水道管理者が一体と
なって調査を実施します。

・農業用水還元量調査
・農業用水の取水量と河川流量との関係把握
・上工用水の取水量と河川流量との関係把握
・下水処理水の流下状況調査
・支川流量調査



Ⅳ－１－２．渇水時の円滑な対応

１．効率的な水運用
　水循環や取水状況のリアルタイムな情報把握による効率
的なダム運用に向けた検討

２．水利用流域連絡会（仮称）の設立
　渇水時の迅速な調整に向け、水利用流域連絡会（仮称）を
設立し、水文情報や水利用状況等の情報交換を定期的に
実施

３．日常的な河川情報の提供
　流況等の水文情報の提供に向けたシステム整備





１．効率的な水運用

・平常時は、下渕・隅田地点の流況をもとにダム運用
・渇水時には、ダム下流の流況・取水状況を把握しつつ、運用

【現状のダム運用】

大迫ダム

大滝ダム
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▲
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▲
三
谷

▲
隅
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五
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諸井

貴志▲

▲：流量観測所

【凡例】



【効率的なダム運用に向けた検討】

各地点の流況 農業用水の取水量 上工水取水量

ダム放流量の決定

下水道処理水の放
流量

農業用水還元量の
推定

　水循環実態調査の結果
を踏まえ、各地点の流況、
上工農水の取水量、下水
道処理水の放流量等をリ
アルタイムに把握するこ
とで、ダム放流量を調整
する等の方策について検
討し、調整を図ります。
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【凡例】



２．水利用流域連絡会（仮称）の設立

　少雨により、ダムや河川流量が低下し、利用者
の取水への影響がある恐れがある場合、河川管理
者が関係利水者を招集し、情報交換会を開催

【現状の渇水時の対応】

「紀の川渇水連絡会」を組織
（水利使用の調整）

・関係利水者
・河川管理者

渇水進行



【水利用流域連絡会（仮称）の設立】

【水利用流域連絡会（仮称）】

・河川情報、取水実態の把握

・ダムの貯水情報の共有化　

・組織の連絡体制の確認

・効率的な水運用

・渇水調整

（河川管理者・利水者）

【水利用の状況提供】

・取水状況

・水質状況

・ダム貯水状況

　　（大迫・津風呂ﾀﾞﾑ）

・井堰状況

【河川情報の収集・提供】

・水文状況（雨量・流量）

・水質状況

・ダム貯水状況

　　（大滝・猿谷ﾀﾞﾑ）

（河川管理者） （利水者）

　河川管理者、利水者から構成した水利用流域連絡会（仮称）を組織
し、平常時から河川情報、利水者情報等を共有化し、渇水時の迅速か
つ円滑な調整により被害を軽減します。



３．日常的な河川情報の提供

【現状の河川情報】

〔水位〕
　紀の川：六十谷、船戸、竹房、三谷、隅田、五條水位観測所
　貴志川：貴志水位観測所

〔雨量〕
　紀の川：船戸、橋本雨量観測所

■インターネットによる情報発信



【光ﾌｧｲﾊﾞｰを活用した日常的な河川情報収集】

■光ﾌｧｲﾊﾞｰﾈｯﾄの構築

河川監視カメラ（CCTV)

迅速かつ大量の情報収集・情報処理
（水文状況、水質状況ﾀﾞﾑ貯水状況)

日常的な河川情報の
収集・提供

・利水者への提供
・一般住民への提供

　　　　：光ファイバー敷設位置

　　　　：河川整備計画

凡例

整備延長　 　
85.2km
実施済　　　 　
61.6km
河川整備計画延長　
　　 　23.6km

【手段】
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

　現在、約62km敷設されている光ファイバーを更に約24km延長し、紀の川のネットワー
ク化を図ります。そして、その光ファイバーを活用したCCTV（河川監視カメラ）や大
量の水文、ダム情報をインターネット等により、リアルタイムに収集し、提供するこ
とで渇水時への早期対応を促します。



■映像情報の提供

【光ﾌｧｲﾊﾞｰを活用した日常的な河川情報収集】

映像情報の提供
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【日常的な河川情報の提供】

６月の降雨状況、ダム貯水状況が
紀の川の渇水に関連性が高い

６月上旬及び７月上旬に
記者発表やホームページ等の手段により、

紀の川の河川情報を提供



Ⅳ－２．水環境の改善

【貴志川の瀬切れの改善対策】

【紀の川の本川の瀬切れの改善対策】



１．貴志川の瀬切れの改善対策

↑平成14年6月　貴志川(諸井井堰下流)

　支川の貴志川においては、新たな水資源開発施設がないため、今後、山田
ダム（農林水産省）の運用や諸井井堰の取水のあり方について施設管理者と
協議を進めます。

↓貴志川の横断状況



【紀の川水系の主な利水
の模式図（暫定含む）】　

　[現状]

凡　 例

工　 ： 工業用水
上　 ： 上水
農　 ： 農業用水

　　 ： 基準点
（国） ： 国土交通
（農） ： 農水省所轄

２．大滝ダムの運用による瀬切れの改善対策
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・奈良県（上水）　　　　： 3.500m3/s
・和歌山県（上水）　 　： 0.450m3/s
・橋本市（上水）　　 　 ： 1.000m3/s
・和歌山市（工水）　　 ： 0.510m3/s
・和歌山市（上水）　　 ： 1.540m3/s
・大阪府（上水）　　　　： 0.290m3/s

【大滝ﾀﾞﾑ・紀の川大堰開発水量】

大迫ダム（農）

紀の川大堰（国）



【大滝ダム完成後の渇水流量の変化】
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【船戸地点】

　大滝ダム完成により、渇水流量が増加します。

↑水収支計算（半旬）による解析結果

現況平均

大滝後平均
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【大滝ダムの運用による効果】

船戸地点流量変化図(大滝前後流量比較，H4～H13)

　過去１０ヶ年においては、大滝ダムの運用により瀬切れを改善

【凡例】
現況流量：■＋■
計画流量：■＋■
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船戸地点流量変化図(大滝前後流量比較)

　大滝ダム完成時には、新たに和歌山市域に上工水として約2.0m3/s水供給されることから、流
量が少ない渇水時にもダムから水補給されることになります。結果として、近年最も瀬切れが
大きかった平成6年の状況でも瀬切れが回避されると予測されます。

▼H6

▼H13

【凡例】
現況流量：■＋■
計画流量：■＋■

平成６年度及び平成１
３年度の渇水時には、
大滝ダム完成がすれ
ば1.0m3/sから3.0m3/s
に増加する。

平成６年度及び平成１
３年度の渇水時には、
大滝ダム完成がすれ
ば1.0m3/sから3.0m3/s
に増加する。



【瀬切れ箇所の大滝ダム完成後の水位】

岩出橋川辺橋

瀬切れが頻繁に発生
するエリア

▼大滝ダム完成後の水位

16.0K

水面幅＝約80m

流量：3.0m3/s
水深：約30cm

大滝ダム完成によ
り、瀬切れが解消


